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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面に光学部材が配設される内視鏡挿入部の先端部において、
　前記光学部材をスリーブに保持させ、該スリーブを前記先端部の表面に対して進退移動
させることにより、前記光学部材の先端位置を前記表面に対して調整するものであって、
　前記光学部材の先端の周囲には調整用隙間が設けられ、該調整用隙間は、前記表面に面
し、先端側が基端側よりも小さく形成されていること、
　を特徴とする内視鏡挿入部の先端部。
【請求項２】
　前記調整用隙間は、前記表面を構成する部材の取付孔の内周面と前記光学部材の外周面
の間に形成され、前記取付孔の内周面の傾きは前記取付孔の軸に対して前記光学部材の外
周面の傾きよりも大きな角度で形成されていること、
　を特徴とする請求項１に記載の内視鏡挿入部の先端部。
【請求項３】
　前記スリーブは、先端側の径が絞られていること、
　を特徴とする請求項１または２に記載の内視鏡挿入部の先端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は内視鏡挿入部の先端部に係り、特に照明用の光学部材や観察用の光学部材を備え
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た内視鏡挿入部の先端部に関する。
【０００２】
【従来の技術】
医療用内視鏡は、体腔内に挿入される挿入部の先端部に、対物レンズ等の観察用光学部材
と、照明レンズなどの照明用光学部材が設けられる。直視型内視鏡の場合、これらの光学
部材は先端部の先端面に配設される。
【０００３】
特許文献１には、光学部材が先細りのテーパ状に形成されるとともに、この光学部材の基
端部の直径が開口窓部の直径よりも大きく形成された内視鏡の先端部が記載されている。
この先端部によれば、光学部材の基端部が開口窓部よりも大きいので、光学部材が開口窓
部から脱落することを防止できる。
【０００４】
【特許文献１】
特開２００２－８５３２６号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特許文献１に記載の先端部は、光学部材をテーパ状に形成したため、光学
部材の先端位置を先端部の先端面の位置に合わせにくいという問題があった。光学部材の
先端位置が先端部の先端面から突出していた場合には、光学部材によって体腔内を傷つけ
るおそれがある。これを防止するためには、光学部材の先端を接着剤で覆う必要があるが
、その場合には、接着剤が劣化して脱落するおそれがある。
【０００６】
また、光学部材の先端が先端部の先端面よりも引っ込んでいた場合には、先端面に凹部が
形成されるため、凹部に汚物が溜まりやすく、不衛生になりやすいという問題があった。
【０００７】
さらに、特許文献１に記載の先端部は、光学部材の周囲に塗布した接着剤が劣化した際、
その接着剤が体腔内に落下するおそれがあった。接着剤は特に、オートクレーブ滅菌処理
方式（約１１５～１４０℃の高温の水蒸気にさらさせて滅菌する方式）で内視鏡を洗浄し
た際に劣化しやすいため、オートクレーブ滅菌方式で洗浄する内視鏡の場合には、接着剤
の脱落を防止する必要がある。
【０００８】
本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、光学部材の先端位置を先端部の表面の
位置に合わせることができるとともに、光学部材の周囲に塗布した接着剤の脱落を防止で
きる内視鏡挿入部の先端部を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　請求項１記載の発明は前記目的を達成するために、表面に光学部材が配設される内視鏡
挿入部の先端部において、前記光学部材をスリーブに保持させ、該スリーブを前記先端部
の表面に対して進退移動させることにより、前記光学部材の先端位置を前記表面に対して
調整するものであって、前記光学部材の先端の周囲には調整用隙間が設けられ、該調整用
隙間は、前記表面に面し、先端側が基端側よりも小さく形成されていること、を特徴とし
ている。
【００１０】
請求項１に記載の発明によれば、スリーブを表面に対して進退移動させることにより、光
学部材の先端位置を表面の位置に合わせることができる。したがって、光学部材が表面か
ら突出して体腔内を傷つけたり、光学部材が表面から引っ込んで汚物が溜まったりするこ
とを防止できる。
【００１１】
　請求項２に記載の発明によれば、前記調整用隙間は、前記表面を構成する部材の取付孔
の内周面と前記光学部材の外周面の間に形成され、前記取付孔の内周面の傾きは前記取付
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孔の軸に対して前記光学部材の外周面の傾きよりも大きな角度で形成されていること、を
特徴としている。したがって、調整用隙間に充填した接着剤が劣化しても、接着剤が光学
部材の先端側に脱落することがない。したがって、接着剤が体腔内に落下することを防止
できる。
　請求項３に記載の発明によれば、前記スリーブは、先端側の径が絞られていること、を
特徴としている。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下添付図面に従って本発明に係る内視鏡挿入部の先端部の好ましい実施の形態について
詳述する。
【００１３】
図１は、本発明に係る内視鏡挿入部の先端部１０を示す縦断面図である。
【００１４】
同図に示すように、先端部１０は、金属製の先端部本体１２を有し、この先端部本体１２
の先端面１２Ａに樹脂製のキャップ１４が取り付けられている。キャップ１４の先端面１
４Ａには、照明レンズ１６と対物光学系１８が配設されている。
【００１５】
対物光学系１８の後方にはプリズム２２と、基板２６に支持されたＣＣＤ２４が配設され
る。基板２６には、多数の信号線２８、２８…が接続され、この信号線２８、２８…が内
視鏡挿入部に挿通され、外部装置（プロセッサ等）に接続される。したがって、対物光学
系１８から取り込まれた観察像がＣＣＤ２４の受光面に結像されると、その観察像がＣＣ
Ｄ２４によって電気信号に変換され、変換された電気信号が信号線２８、２８…を介して
外部装置に伝送される。
【００１６】
一方、照明レンズ１６の後方にはライトガイド２０が配設され、このライトガイド２０は
、内視鏡挿入部に挿通されて外部の光源装置に接続される。これにより、光源装置からの
照明光がライトガイド２０を介して伝送され、照明レンズ１６から前方に照射される。
【００１７】
図２に示すように、照明レンズ１６は、先端面１６Ａ側になるほど径が小さくなるように
形成される。この照明レンズ１６は、スリーブ３０と押さえリング３２によって保持され
る。スリーブ３０の先端３０Ａは、絞られて小径部が形成されており、この小径部は、照
明レンズ１６の先端面１６Ａの外径よりも大きく、且つ、照明レンズ１６の最大外径より
も小さく形成される。したがって、照明レンズ１６をスリーブ３０の基端３０Ｂから挿入
すると、照明レンズ１６がスリーブ３０の先端３０Ａに係合される。この状態で押さえリ
ング３２をスリーブ３０の基端３０Ｂから挿入して照明レンズ１６に押し当てた後、押さ
えリング３２をスリーブ３０に接着することによって、照明レンズ１６がスリーブ３０、
及び押さえリング３２によって保持される。
【００１８】
スリーブ３０、押さえリング３２、及び照明レンズ１６から成る光学系ユニットは、先端
部本体１２の取付孔１２Ｂ、及びキャップ１４の取付孔１４Ｂの内部に設置される。スリ
ーブ３０の前方には、隙間（以下、調整用隙間という）３４が設けられており、スリーブ
３０の位置を先端部１０の軸方向に調整できるようになっている。
【００１９】
調整用隙間３４は、先端側になるほど小さく形成されている。すなわち、キャップ１４の
取付孔１４Ｂは、先端になるほど径が小さくなるように形成されており、その内周面の傾
きは、取付孔１４Ｂの軸に対して、照明レンズ１６の外周面の傾きよりも大きく形成され
ている。したがって、取付孔１４Ｂの内周面と照明レンズ１６の外周面との間の調整用隙
間３４は、先端側が基端側よりも小さく形成される。この調整用隙間３４には、照明レン
ズ１６の位置調整後に接着剤が充填される。
【００２０】
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先端部本体１２には、取付孔１２Ｂに連通するねじ孔１２Ｃが、先端部本体１２の外周面
から形成されている。このねじ孔１２Ｃに調整用ねじ３８を締結することにより、調整用
ねじ３８の先端がスリーブ３０の外周面に当接し、スリーブ３０が固定される。スリーブ
３０が固定された後、ライトガイド２０が先端部本体１２の後方から取付孔１２Ｂに挿入
されて固定される。
【００２１】
上記の如く構成された先端部１０では、スリーブ３０の前方に調整用隙間３４が設けられ
ているので、調整用ねじ３８を緩めることによりスリーブ３０を先端部１０の軸方向に移
動させることができる。これにより、照明レンズ１６の先端面１６Ａの位置を、キャップ
１４の先端面１４Ａの位置に合わせることができる。したがって、照明レンズ１６が先端
面１４Ａから突出して体腔内を傷つけたり、照明レンズ１６が先端面から引っ込んで汚物
等が溜まったりすることを防止できる。
【００２２】
また、本実施の形態の先端部１０によれば、調整用隙間３４が先端側になるほど小さく形
成されているので、調整用隙間３４に充填した接着剤が劣化して剥がれても、先端面１４
Ａ側から落下することがない。これにより、接着剤が体腔内に劣化することを防止できる
。
【００２３】
さらに、先端部１０によれば、照明レンズ１６をスリーブ３０の先端３０Ａの小径部に係
合させて保持しているので、照明レンズ１６がスリーブ３０から脱落することを防止でき
る。
【００２４】
なお、上述した実施の形態は、本発明を照明レンズ１６に適用した例であるが、対物光学
系１８に適用してもよい。
【００２５】
図２に示した対物光学系１８は、複数の対物レンズ４０Ａ～４０Ｆがスリーブ４２に保持
されて構成される。最も先端側の対物レンズ（以下、第１レンズという）４０Ａは、先端
側になるほど径が小さくなるように形成される。スリーブ４２の先端４２Ａには小径部が
形成される。したがって、第１レンズ４０Ａをスリーブ４２の基端側から挿入すると、第
１レンズ４０のテーパがスリーブ４２の先端４２Ａに係合される。この状態で、押さえリ
ング３６をスリーブ４２の基端側から挿入して第１レンズ４０に押し当てた後、押さえリ
ング３６をスリーブ４２に接着することによって、第１レンズ４０Ａがスリーブ３０、及
び押さえリング３６によって固定される。なお、他の対物レンズ４０Ｂ～４０Ｆは、スリ
ーブ４２の基端から順次挿入されて保持され、これによって対物光学系１８が構成される
。
【００２６】
対物光学系１８は、キャップ１４に形成された取付孔１４Ｄ、及び先端部本体１２に形成
された取付孔１２Ｄに挿入されて取り付けられる。キャップ１４の取付孔１４Ｄ、及び先
端部本体１２の取付孔１２Ｄに挿入された対物光学系１８のスリーブ４２の前方には調整
用隙間４８が設けられる。この調整用隙間４８は、先端側になるほど徐々に小さくなるよ
うに形成される。すなわち、キャップ１４の取付孔１４Ｄは、先端になるほど径が小さく
なるように形成されており、その内周面の傾きは、取付孔１４Ｄの軸に対して、第１レン
ズ４０Ａの外周面の傾きよりも大きな角度で形成される。したがって、取付孔１４Ｄの内
周面と第１レンズ４０Ａの外周面との間の調整用隙間４８は、先端側が基端側よりも小さ
く形成される。この調整用隙間４８には、対物光学系１８の位置調整後に接着剤が充填さ
れる。
【００２７】
先端部本体１２には、取付孔１２Ｄに連通されるねじ孔１２Ｅが形成される。このねじ孔
１２Ｅに調整用ねじ４６を締結することにより、調整用ねじ４６の先端がレンズ鏡筒４４
に当接し、対物光学系１８が固定される。
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上記の如く固定された対物光学系１４は、調整用ねじ４６を緩めることによって対物光学
系１８の位置を先端部１０の軸方向に調整することができる。これにより、第１レンズ４
０Ａの先端位置を、キャップ１４の先端面１４Ａの位置に合わせることができる。したが
って、第１レンズ４０Ａが先端面１４Ａから突出して体腔内を傷つけたり、第１レンズ４
０Ａが先端面１４Ａから引っ込んで汚物等が溜まったりすることを防止できる。
【００２９】
また、調整用隙間４８が先端側になるほど小さく形成されているので、調整用隙間４８に
充填した接着剤が劣化して剥がれた場合であっても、接着剤が先端面１４Ａ側から落下し
ない。
【００３０】
さらに、第１レンズ４０Ａをスリーブ４２の小径部に係合させて保持するようにしたので
、接着剤が劣化しても、第１レンズ４０Ａが脱落することを防止できる。
【００３１】
なお、上述した実施の形態は、調整用ねじ３８、４６を緩めることによって照明レンズ１
６や対物光学系１８の位置を調整するようにしたが、光学部材１８の位置調整機構は、こ
れに限定するものではない。例えば、図３に示すように、先端部本体１２の取付孔１２Ｂ
に雌ねじを形成し、これに螺合する雄ねじをスリーブ３０の外周面に形成してもよい。こ
のように構成された先端部では、取付孔１２Ｂへのスリーブ３０の締結量を調節すること
によって、照明レンズ１６の先端面１６Ａの位置を簡単に調整することができる。
【００３２】
また、図４に示すように、キャップ１４のない構造の先端部の場合には、先端部本体１２
の取付孔１２Ｂの後端側に雌ねじを形成し、これに螺合する雄ねじをスリーブ３０に形成
するとよい。
【００３３】
なお、上述した実施の形態は、照明レンズ１６や対物光学系１８などの光学部材を先端部
１０の先端面に配した直視型内視鏡の例であるが、先端部１０の側面に光学部材を配した
側視型内視鏡にも本発明を適用することができる。
【００３４】
【発明の効果】
以上説明したように本発明に係る内視鏡挿入部の先端部によれば、光学部材を保持するス
リーブを先端部の表面に対して進退移動させるようにしたので、光学部材の先端位置を先
端部の表面の位置に合わせることができるので、光学部材が表面から突出して体腔内を傷
つけたり、光学部材が表面から引っ込んで汚物が溜まったりすることを防止できる。
【００３５】
また、本発明によれば、光学部材の先端の周囲に設けた調整用隙間は、先端側が基端側よ
りも小さく形成されるので、調整用隙間に充填した接着剤が先端側に落下することを防止
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る内視鏡挿入部の先端部の構造を示す縦断面図
【図２】光学部材の取付構造を示す縦断面図
【図３】図２と異なる光学部材の取付構造を示す縦断面図
【図４】図２と異なる光学部材の取付構造を示す縦断面図
【符号の説明】
１０…先端部、１２…先端部本体、１４…先端キャップ、１６…照明レンズ、１８…対物
光学系、２０…ライトガイド、２２…プリズム、２４…ＣＣＤ、２６…基板、２８…信号
線、３０…スリーブ、３２…押さえリング、３４…調整用隙間、３６…押さえリング、３
８…調整用ねじ、４０Ａ～４０Ｆ…対物レンズ、４２…スリーブ、４４…レンズ鏡筒、４
６…調整用ねじ、４８…調整用隙間
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摘要(译)

要解决的问题：提供内窥镜插入部分的远端部分，其能够使光学构件的
尖端位置与远端部分的表面的位置对准，并防止施加在光学构件周围的
粘合剂的分离。 调节间隙（34）形成在套筒（30）的前面，用于将照明
透镜（16）保持在远端部分（10）。通过松开调节螺钉38，套筒30可以
调节其在远端部分10的轴向方向上的位置。调节间隙34朝向尖端侧形成
得较小，并且调节间隙34填充有粘合剂。 .The
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